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コンサート、ライブ会場における新型コロナウイルス感染防止ガイドライン

収容人数削減
最低１メートル

マスク着用 大声を出さない

飛沫感染防止ガイドラインに沿った観覧方法
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接触機会の低減

様々な制約の中でコンサートを開催する必要があります

今までの様なコンサートは無くなり、一体感が生まれづらい・・



ウイズコロナにおける最低限のライブ方式

• コロナ以前の観客席では、拍手に留まらず、両
手をかざし声を枯らし声援を送り、タオルを投げ
たり、団扇やペンライトを振り回し、ステージ上
との一体感を醸し出しておりました。

• 密集を避けて１Mの間隔を取ったとしても、飛沫
防止の為このような行為は出来無い方針が決
定しました。

• 新型コロナのパンデミックが収束するまでは、
会場収容人数の５０％が条件とされております
ので、この新様式での開催となります。

• クラッシックの様に演奏終了後の拍手だけでは、
コンサートライブの観客は満足出来ないと考え
ます。

密集で声を上げるコミュニケーション

密を避ける為、距離を取り疎になった観客



ウイズコロナ時代だから生まれる新しいライブ様式NEW

• 観客席での声援、オーバーアクションを控え無ければ
成らない状況でもステージと観客席のコミュニケーショ
ンを出来る様にするために、発光色を観客自ら操る事
が出来るシステムの提案をいたします。

• コンサートの電飾デザインの経験から、曲に合わせて
発光を操る事は、演者と同等のカタルシス・達成感を
味わえます、そして自らが操った演色をVTRを観る事
でも十分にカタルシスを受けます。

• 蜜を避ける為に疎になった空間を利用し、声を出さず
とも恣意的な表現が可能となりステージとのコミュニケ
ーションが可能となる“演色発光楽器オッドリング”を
制作しました。

蜜を避ける為の距離を取った客席

広がった空間で観客の能動的な発色による
新たなコミュニケーション

オッドリングは個別両手で使う事も可能です

これが、今だからこそ出来る
体感型の真新しいライブ様式



演色発光楽器“オッドリング”

• 楽器と謳っておりますが音は出ません。

• 光の発色を楽器の様に片手で自由に操る事が出来ます。

• 現行の市販品は熱心なファン向けに製作してますので、多機
能と成っております。

• コンサートツアーの演出に合わせて機能を限定して操作を簡
素化出来ますので、そのツアー限定品が可能となります。

• 開演前の事前説明VTR、SNS等で“お約束”の発色パターンを
決めておきます。

• 発色パターン例：赤－紫グラデーション、アンバーフェードル
ープ、７色ループ、最高潮は白色フラッシュ、ステージからの
質問には、緑は“YES”赤は“NO”など。

• 声や拍手は音なので演奏とズレると違和感がありますが、発光は音の聴覚とは違う、視覚を
用いるためズレても、むしろ人間的で暖かみを感じますので、電飾でもあえてズラしたりラン
ダムにする事があります。



発色パターン

LEDビジョン同様に赤・緑・青の
三原色を２５６階調で制御する
事が出来ますので、微妙な色彩
も発色可能です。







オッドリング映像資料

演色発光楽器合奏シミュレーション

https://www.youtube.com/watch?v=XRUtXPqszQo

ダンスパフォーマンス

https://www.youtube.com/watch?v=mteO3MbiVP4

取扱概要

https://www.youtube.com/watch?v=jEToL5r6zrc&t=2s
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